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ナノ・ライフ創新研究機構の特色

構成・対象

環境・設備

産学連携

プロジェクト研究所（2020年度）

「グリーンデバイス」 「エネルギー」 「ライフサポート」「革新的マテリアル」

ナノテクノロジー研究所

低消費電力光インターコネクション研究所

ナノプロセス研究所 規範科学総合研究所

アルカリエネルギーデバイス研究所

未来イノベーション研究所

重点領域

ナノテクノロジー研究センター（NTRC）

スマートエナジーシステム・イノベーションセンター（SEnS IC）

早稲田大学ナノテクノロジーフォーラム

目的・目標 環境・エネルギー、医薬・生命科学、情報通信にまたがる
非連続なイノベーションを横断的に支える基盤拠点の構築
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エネルギー ライフサポート

革新的 マテリアル

グリーン デバイス

プロジェクト研究所（2020年度）・重点領域

シーズ創出型研究

バックキャスティング型研究

健康・医療
分野

エネルギー
分野

ナノテクノロジー研究所

ナノプロセス
研究所

未来イノベーション研究所

規範科学
総合研究所

低消費電力
光インター
コネクション
研究所

アルカリエネルギー
デバイス研究所
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プロジェクト研究所（2020年度）構成

ナノテクノロジー研究所

低消費電力光インターコネクション研究所 アルカリエネルギーデバイス研究所

ナノプロセス研究所

規範科学総合研究所

研究所長 庄子 習一 教授
顧問 2 研究所員 21 研究員 1
招聘研究員 24

研究所長 宇髙 勝之 教授
顧問 1 研究所員 4
招聘研究員 3

研究所長 本間 敬之 教授
研究所員 7
招聘研究員 7

研究所長 松方 正彦 教授
研究所員 10
招聘研究員 12

研究所長 竹山 春子 教授
研究所員 19 研究員 5
招聘研究教授 2 招聘研究員 36

未来イノベーション研究所

研究所長 逢坂 哲彌 特任研究教授
研究所員 33 研究員 15
招聘研究教授 1 招聘研究員 92

研究所員・研究員 115（延べ人数）
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プロジェクト研究所（2020年度）研究内容

ナノテクノロジー研究所

低消費電力光インターコネクション研究所

ナノプロセス研究所

規範科学総合研究所

• ナノテクノロジープラットフォームの整備

• ローエミッション3D加工技術の開発

• 生体分子高感度定量計測応用に向けたマイクロ流体
デバイスの検証

• オン・シリコン熱電発電デバイスの開発

• 外部変調器集積波長可変1200nm帯量子ドットレーザの
開発 • イオン導電性と化学安定性を両立させるアニオン交換膜の

創製と高度化

• 環境浄化技術研究開発―重金属処理技術の研究開発、
除染技術の研究開発

• 分離膜研究開発

• 高機能触媒と新規触媒プロセスの開発

• 炭素およびシリコン系ナノ材料製造プロセスの開発と

エネルギーデバイス等への応用

• 次世代バイオセンサ実用化

• 次世代蓄電池研究開発

• 社会と市場の未来予測

• スマートソフト材料の研究開発

• マテリアルズインフォマティクスを用いた材料開発

• バイオサイエンス・エンジニアリング研究

• ヘルスフード科学研究

• バイオマーカー解析研究

• エコシステム科学研究

アルカリエネルギーデバイス研究所

未来イノベーション研究所

「グリーンデバイス」 「エネルギー」 「ライフサポート」「革新的マテリアル」４重点領域
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これまでの代表的な研究成果

「グリーンデバイス」 「エネルギー」 「ライフサポート」「革新的マテリアル」４重点領域

• ナノテクノロジープラットフォームの整備と活用●

• ヘテロ素子ハイブリッド集積化技術の確立●

• 多結晶ダイヤモンド上のパワーMOSFETの開発●

• 多孔性かつ結晶性を備えたメソ構造体の合成●

• 次世代型の高性能無機分離膜の基礎技術開発●●

• 高純度・長尺カーボンナノチューブの実用合成●●

• 次世代蓄電池実用化のための材料開発●●

• 蓄電池評価手法の開発と評価●●

• ストレスマーカー検出用超小型バイオセンサの開発●●

• 生体分子高感度計測用マイクロ流体デバイスの開発●●

• シングルセルゲノム解析プラットフォームの開発●●

• 機能性食品の開発●

等
●共通 ●グリーンデバイス ●エネルギー

●革新的マテリアル ●ライフサポート

◆研究所単位での自由な発想に
基づく研究

◆目標達成のための研究所間の
有機的な連携による研究

プロジェクト研究所間の関係性は
パラレルではなくダイナミズム
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最近の研究成果の例 https://www.waseda.jp/inst/nanolife/tag/research/

「グリーンデバイス」 「エネルギー」 「ライフサポート」「革新的マテリアル」４重点領域

ナノテクノロジー研究所 未来イノベーション研究所ナノテクノロジー研究所 ナノテクノロジー研究所

●● ●● ●● ●●
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最近の研究成果の例 https://www.waseda.jp/inst/nanolife/tag/research/

「グリーンデバイス」 「エネルギー」 「ライフサポート」「革新的マテリアル」４重点領域

未来イノベーション研究所ナノテクノロジー研究所未来イノベーション研究所 未来イノベーション研究所

●● ●● ●● ●●
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最近の研究成果の例 https://www.waseda.jp/inst/nanolife/tag/research/

ナノテクノロジー研究所 研究所長 庄子 習一 理工学術院教授
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マイクロスケールの微小液滴内でアゾ化合物の合成に成功

マイクロ流体デバイスにより化学反応場を小さくすることで
化学反応性を向上

• 微小領域中の反応場の特性を応用して
複雑な合成操作が要求される化学合成を実行

✓ 微小領域場では化学反応のpH条件が大幅に変化することを明らかに

「革新的マテリアル」 「ライフサポート」

形状を自由に変形できる液体材料による色鮮やかな発光デバイスを開発
「革新的マテリアル」 「グリーンデバイス」

液体有機半導体と量子ドット溶液を組み合わせたマイクロ流体有機ELで
極めて色鮮やかな発光を示すデバイスの開発に成功

✓ フレキシブルディスプレイへの応用や次世代ディスプレイ設計への寄与

• 流路深さによる量子ドット発光層の厚さと発光特性との関係を確認



研究所長 逢坂 哲彌 ナノ・ライフ創新研究機構特任研究教授未来イノベーション研究所

最近の研究成果の例 https://www.waseda.jp/inst/nanolife/tag/research/
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リチウム硫黄電池に革新

低コストで重量エネルギー密度が高いリチウム硫黄電池

• 正極材料を作製する技術を開発
• 課題である大型化による劣化を抑制

✓ シート状の電池を重ねて手のひらサイズで
重さ43グラムの電池を試作
※今まではコインほどの大きさでも困難

「エネルギー」 「革新的マテリアル」

唾液でストレス検査 簡便に

電界効果トランジスタ（半導体）を使用したバイオセンサ

• 計測対象となる物質をとらえる分子（受容体）を半導体上に精密に固定
• 半導体の構造を工夫

✓ 微少量の唾液からストレス物質（ストレスマーカー）の量を1分ほどで簡便に計測

✓ 繰り返し使用可能

「ライフサポート」 「革新的マテリアル」



ナノテクノロジーフォーラムによる研究者紹介 ~INTERVIEW~

（2018年11月・早稲田大学ナノテクノロジーフォーラム制作）

ナノプロセス研究所 研究所長 松方 正彦 理工学術院教授

（2018年6月・早稲田大学ナノテクノロジーフォーラム制作）

規範科学総合研究所 研究所長 竹山 春子 理工学術院教授

https://www.waseda.jp/inst/nanolife/org/pick-up/
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ナノテクノロジーフォーラムによる研究者紹介 ~INTERVIEW~

（2020年12月・早稲田大学ナノテクノロジーフォーラム制作）

低消費電力光インターコネクション研究所
研究所長 宇髙 勝之 理工学術院教授

（2016年11月・早稲田大学ナノテクノロジーフォーラム制作）

研究所長 本間 敬之 理工学術院教授

アルカリエネルギーデバイス研究所
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研究環境・研究設備：NTRC と SEnS IC

スマートエナジーシステム・イノベーションセンター SEnS IC：120号館

ナノテクノロジー研究センター NTRC：121号館内 ※2FとB1の一部

121号館

120号館
120

120-5

121

https://www.waseda.jp/inst/nanolife/support/

広く学内外の研究者・技術者に開放

専門スタッフのもと、機器利用や技術相談、技術代行、共同研究を実施

NTRC・SEnS IC
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B1

クリーンルーム
C

電気
計測室

電気
計測室クリーンルームB

クリーンルームA

クラス
100

物性
計測室

物性
計測室

化学
実験室

電子
顕微鏡
室

化学実験室

スタッフルーム・
利用者待機室

2F

ナノテクノロジー研究センター NTRC

121号館（2020年4月竣工）内（2FとB1の一部） ※120-5号館より移転（2020年6月より121号館での運用開始）

✓ クラス10,000及び100のクリーンルーム4室、
化学実験室、分析・観察室等で構成

✓ 最先端のナノ加工装置、計測装置、評価
装置等を利用可能（大型装置約70台、
小型装置約100台）

✓ 共用施設・設備を維持・管理

企業や研究機関に対する技術支援

文部科学省
「ナノテクノロジープラットフォーム」 事業

• 微細加工プラットフォーム

• 蓄電池基盤プラットフォーム

◆ ドライとウェットいずれの微細加工にも対応

◆学生を含めて300名近い研究者が集う研究施設

https://www.waseda.jp/inst/nanolife/support/
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ナノテクノロジー研究センター NTRC

• EB描画装置（エリオニクス, ELS-7700）

• UV露光装置（SUSS, MA/BA6）

• ALD装置（ピコサンジャパン, SUNALE-R-150）

• CCP-RIE（サムコ, RIE-10NR）

• Deep-RIE（サムコ, RIE-400iPB）

• EB蒸着装置（アネルバ, EVC-1501）

• イオンビームスパッタ装置（伯東）

• スパッタ装置（アネルバ, SPF-430H）

その他多数

クリーンルーム

https://www.waseda.jp/inst/nanolife/support/
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ナノテクノロジー研究センター NTRC

• ナノめっき装置関連：Au, Cu, Ni etc.

• ダイシングソー（ディスコ, DAD321）

• ICP-MS（Thermo Scientific, iCAP Q）

• 高耐圧デバイス測定装置（キーサイト, B1505A）

• GD-OES（HORIBA, JY5000 RF）

• FIB-SEM（日立ハイテク, NB5000）

• FE-SEM（日立ハイテク, SU-8240）

その他多数

化学実験室・分析室

https://www.waseda.jp/inst/nanolife/support/
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https://www.waseda.jp/inst/nanolife/news/2020/12/23/2097/

ナノテクノロジー研究センター NTRC
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スマートエナジーシステム・イノベーションセンター SEnS IC

120号館（2014年11月竣工）

＊文部科学省 「地域資源等を活用した産学連携による国際科学イノベーション拠点整備事業」
平成24年度(2012年度)採択拠点

✓ クラス10,000のクリーンルームや給気露点温度-95℃DPを実現した複数のスーパー
ドライルーム等の実験室で構成

✓ 最先端のリチウムイオン電池の電極や電池（コイン、ラミネート、シリンダーセル）作製
から電池評価まで可能

◆学術界では世界屈指の設備
電池材料の開発から、セル製作、セル・電池システム評価までを一貫して行える世界に類を見ない施設

◆産業界から高く評価

120

120-5121

✓ スーパードライルームとリチウム二次電池作製ライン（120-5号館B1）

✓ セル自動製造設備（研究機関では世界初導入）と研究・開発人材を組織したことで
市販レベルの電池セル研究が可能

CESS (Consortium on Energy Storage System)
蓄電池の研究・開発に係る測定・分析、材料、電池、自動車企業群との
連携に基づいた14社によるコンソーシアム （2015年4月活動開始）

https://www.waseda.jp/inst/nanolife/support/
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スマートエナジーシステム・イノベーションセンター SEnS IC

クリーンルーム
（電極作製）

グローブボックス
（コインセル）

スーパードライルーム
（ラミネートセル）

電池評価・共同実験室

スーパードライルーム
（シリンダーセル）

フリーディスカッションスペース

https://www.waseda.jp/inst/nanolife/support/
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スマートエナジーシステム・イノベーションセンター SEnS IC

Nature誌（2015年12月5日号）：「Spotlight on Japanese Battery Technologies」にて紹介

世界への発信・国際的な認知 https://www.nature.com/articles/nj0473
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代表的な大型研究資金

• 文部科学省 「ナノテクノロジープラットフォーム」事業

• 科学技術振興機構JST 「センター・オブ・イノベーション(COI)プログラム」
／文部科学省 「革新的イノベーション創出プログラム(COI STREAM)」

• 新エネルギー・産業技術総合開発機構NEDO 「革新型蓄電池実用化促進基盤技術開発(RISING2)」

• 科学技術振興機構JST 研究成果展開事業 「戦略的イノベーション創造プログラム(SIP)」

等

研究活動・研究資金

20を超える大型公的研究プロジェクト ＆ 企業との多彩な共同・受託研究

過去5年間の研究資金受入実績（2015年度～2019年度）

ナノ・ライフ創新研究機構の研究活動において獲得した研究資金

ナノ・ライフ創新研究機構受け入れ研究資金

総額 51.9億円（計587件） 平均 10.4億円／年

研究機構受入
研究資金

10.4
億円/年

FY2015-2019平均

研究機構受入
研究資金総額

51.9
億円

過去5年間の総額
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ナノ・ライフ創新研究機構の特色

構成・対象

環境・設備

産学連携

プロジェクト研究所（2020年度）

「グリーンデバイス」 「エネルギー」 「ライフサポート」「革新的マテリアル」

ナノテクノロジー研究所

低消費電力光インターコネクション研究所

ナノプロセス研究所 規範科学総合研究所

アルカリエネルギーデバイス研究所

未来イノベーション研究所

重点領域

ナノテクノロジー研究センター（NTRC）

スマートエナジーシステム・イノベーションセンター（SEnS IC）

早稲田大学ナノテクノロジーフォーラム

目的・目標 環境・エネルギー、医薬・生命科学、情報通信にまたがる
非連続なイノベーションを横断的に支える基盤拠点の構築
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産学連携：早稲田大学ナノテクノロジーフォーラム NFM

クリーン
エネルギー

加工・計測・分析
グリーン

エレクトロニクス
環境・安全健康・医療

ナノテクノロジーフォーラムにおける５つの研究分野／分科会

https://www.waseda.jp/inst/nanolife/nanotechnologyforum/

早稲田大学ナノテクノロジーフォーラム（略称NFM）：2004年設立

当研究機構を母体とし、当研究機構の研究所員らと共同研究をはじめとした連携を
進める会員により構成。 会員企業数：45社（2021年2月15日時点）。

ナノテクノロジーに関する産官学の多様かつ緊密な連携を進める「場」。

幅広い産業分野と連携を深め、当研究機構と相互補完によって研究の活性化、研究
成果の社会還元や人材育成、産学協同による研究拠点形成を目指して活動。

各種の勉強会や交流会を開催。

会員からの問題提起に基づいて産業シーズ探索から応用技術開発まで研究・開発の
さまざまな段階における課題についての勉強会や出張講演、現場視察等を実施。
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早稲田大学ナノテクノロジーフォーラム NFM

当研究機構を母体とし、当研究機構の研究所員らと
共同研究をはじめとした連携を進める会員により構成。

産官学の多様かつ緊密な連携を進める「場」。

各種の勉強会や交流会を開催。

会員からの問題提起に基づいて産業シーズ探索から
応用技術開発まで研究・開発のさまざまな段階にお
ける課題についての勉強会や出張講演、現場視察
等を実施。

５つの研究分野にそれぞれコーディネータを配置し、そ
れぞれの研究分野の活動を推進。

運営委員会によりNFM全体の活動を企画・推進。

ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム

コーディネーション

加工・計測・分析
分野

健康・医療
分野

環境・安全
分野

クリーン
エネルギー
分野

グリーン
エレクトロニクス

分野

情報

教育

イベント

研究成果報告会の開催 メールによる情報提供

技術者教育プログラムの企画

キャンパスツアーの実施 企業見学会の実施

セミナー シンポジウムの開催

出張講演会の受託 研究交流会の実施

ナ
ノ
・
ラ
イ
フ

創
新
研
究
機
構

研究リソース
ナノテクノロジー研究所

低消費電力光インターコネクション研究所ナノプロセス研究所

規範科学総合研究所アルカリエネルギーデバイス研究所

未来イノベーション研究所

会
員

アクティブな参画
法人会員

賛助会員（個人会員）； 学内会員

• ナノテクノロジーフォーラムの趣旨に賛同する企業・団体等

• ナノ・ライフ創新研究機構において100万円／年以上の
共同研究・受託研究をしている企業・団体

製品開発

研究設備の利用

最新情報収集

技術者教育

学生リクルート

異分野交流

シーズとニーズの
マッチング

共同研究・受託研究

研究者養成

研究設備の提供

研究ネットワーク

産学協働大型研究

会員の中から役員＊を選出し、
総会の意思に基づいて運営。
＊会長、副会長、
理事（コーディネータ）、
監事、アドバイザー

6

プロジェクト
研究所

研究所

社

産官学連携
NFM参加企業

45

https://www.waseda.jp/inst/nanolife/nanotechnologyforum/

115
人

プロジェクト
研究所員

研究員含めた延べ人数 26



早稲田大学ナノテクノロジーフォーラムのイベント

NFMでは「健康・医療」「環境・安全」「クリーンエネルギー」「グリーンエレクトロニクス」「加工・計測・分析」の５つの研究分野にそれぞ
れコーディネータを配置し、理工学術院所属の教授が各分野の主査を務める。これまでに7回の「分科会ワークショップ」を開催し、学内
外からの講演と学生によるポスター発表、意見交換や懇親会を通じて、企業と研究者および学生との交流を促進している。

分科会ワークショップ

開催日 2016年3月14日 2017年3月7日 2017年12月19日 2018年3月9日 2018年12月4日 2019年3月13日 2019年12月5日～7日

分野 健康・医療 クリーンエネルギー 環境・安全 グリーンエレクトロニクス 加工・計測・分析 健康・医療 環境・安全

WS名称

第1回分科会ワークショップ
「健康・医療分野における
研究の現状と今後」

第2回分科会ワークショップ
「エネルギー利用と蓄電池
に関して」

第3回分科会ワークショップ
「環境問題と対策技術の
最前線」

第4回分科会ワークショップ
「革新的エナジー・ハーベス
ティングに向けた材料・デバ
イス技術」

第5回分科会ワークショップ
「ナノ・マイクロ加工・計測
からマクロスコピックな応用
まで」

第6回分科会ワークショップ
「こころとからだの健康と医
療」

第7回分科会ワークショップ
（in 沖縄）

＊5施設の視察・聴講・交流

参加者数 97名 86名 80名 65名 61名 74名 11名

講演 5件 6件 4件 6件 5件 5件 沖縄ライフサイエンス研究センター・
沖縄健康バイオテクノロジーセン
ター・沖縄科学技術大学院大学・
国際海洋環境情報センター・沖縄
美ら海財団研究施設

学生による
ポスター発表

21件 24件 20件 13件 9件 5件
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早稲田大学ナノテクノロジーフォーラムのイベント

企業若手人材 交流・勉強会
NFMでは会員企業の若手社員に対し勉強と幅広い人脈作りの場を提供し、企業における技術開発・事業立上げのヒントを学ぶ機会
となることを目的とした交流・勉強会（各年度全3回）を2017年より開催している。

＊2020年度はオンラインでの開催となったが活発な意見交換が行われた。

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 ＊オンライン開催

《第1回》 2017年6月14日（水）
講師：大林 秀仁（NFM会長／株式会社日立
ハイテクノロジーズ 名誉相談役）

《第1回》 2018年6月20日（水）
講師：松永 是（東京農工大学 元学長／早稲
田大学理工学術院総合研究所 上級研究員）

《第1回》 2019年7月4日（木）
講師：橋本 正洋（東京工業大学 教授）

《第1回》 2020年12月14日（月）
講師：生島 和正（武蔵エンジニアリング株式会
社 代表取締役社長）

《第2回》 2017年6月28日（水）
講師：柊元 宏（東京工業大学 名誉教授）

《第2回》 2018年7月5日（木）
講師：牛山 誠（いすゞ自動車株式会社 理事）

《第2回》 2019年7月18日（木）
講師：足立 正之（株式会社堀場製作所 代表
取締役社長）

《第2回》 2021年1月18日（月）
講師：橋本 正洋（東京工業大学 教授）

《第3回》 2017年7月12日（水）
講師：大橋 啓之（早稲田大学ナノ・ライフ創新
研究機構 上級研究員）

《第3回》 2018年7月19日（木）
講師：大林 秀仁（NFM会長／株式会社日立
ハイテクノロジーズ 名誉相談役）

《第3回》 2019年8月1日（木）
講師：前田 裕子（株式会社セルバンク 取締
役）

《第3回》 2021年2月4日（木）
講師：知京 豊裕（物質・材料研究機構 統合型
材料開発・情報基盤部門 特命研究員）
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早稲田大学ナノテクノロジーフォーラムのイベント

シンポジウム開催実績例

日時： 2019年6月21日（金）13:00～17:40
会場： 早稲田大学 小野記念講堂
主催： 早稲田大学ナノテクノロジーフォーラム

出席者数： 157名
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ベンチャー企業との連携の例

EC SENSING株式会社（EC SENSING, Inc.）
設立年月日 2019年2月27日

早稲田大学の研究開発成果を社会実装し、広く社会に
貢献することを目的として設立した「大学発ベンチャー」

未来イノベーション研究所

蓄電池関連技術

バイオセンサ関連技術

bitBiome株式会社（bitBiome, Inc.）
設立年月日 2018年11月7日

早稲田大学発の微生物シングルセル解析技術を起点とした
研究開発型バイオテクノロジー・スタートアップ

規範科学総合研究所

微生物の
シングルセルゲノム解析技術
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ナノ・ライフ創新研究機構：まとめ

６
プロジェクト研究所

４
重点領域

５
研究分野／分科会
（ナノテクノロジーフォーラム）

「グリーンデバイス」 「エネルギー」 「ライフサポート」「革新的マテリアル」

ナノテクノロジー研究所

低消費電力光インターコネクション研究所

ナノプロセス研究所 規範科学総合研究所

アルカリエネルギーデバイス研究所

未来イノベーション研究所

クリーン
エネルギー

加工・計測・分析
グリーン

エレクトロニクス
環境・安全 健康・医療

6

プロジェクト
研究所

研究所 人以上

共用研究施設
NTRC利用者

300
社

産官学連携
NFM参加企業

45115
人

プロジェクト
研究所員

研究員含めた延べ人数

研究機構受入
研究資金

10.4
億円/年

FY2015-2019平均

NanoTechnology

Research Center

Smart Energy System

Innovation Center
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ナノ・ライフ創新研究機構 お問い合わせ・連絡先

早稲田大学ナノ・ライフ創新研究機構

早稲田大学ナノテクノロジーフォーラム

https://www.waseda.jp/inst/nanolife/

https://www.waseda.jp/inst/nanolife/nanotechnologyforum/

早稲田大学ナノ・ライフ創新研究機構事務局
E-mail: nanolife-jimu@list.waseda.jp

早稲田大学ナノテクノロジーフォーラム事務局
E-mail: nano-forum@list.waseda.jp
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